運動機能向上（訪問用）アセスメントマニュアル

１．床から物が拾えるか
　　身体の柔軟性やバランス機能、床からの立ち上がり能力の低下をみる項目
２．測定調査 床上仰向けからの立ち上がり時間

※測定時の留意点

1. いかなる状況であっても、対象者の安全確保を最優先とする。
2. ふらついたらすぐに支えられるような位置に測定者は立っていること。

3. テストは裸足（滑りや履物による差の解消のため）。

4. 本人が「やりたくない」「できない」という場合は行わない。強要はしない。

5. 周囲に転倒した際にぶつかるようなものを置かない（立ち上がり時に使用する物はこの限りではない）。ガラスの間際では行わない。
※準備するもの

1. ストップウォッチを用意
※測定方法

1. 評価は介助がない立ち上がりであることを十分に説明し、できるか否かを確認して実施する。 

2. 「これから、床に仰向けに寝ている状態から立ち上がり、『気をつけ』の姿勢をしてもらいます」。「まず、一度練習をします」と説明を行い、一度練習をする。練習時に明らかに難しいと思われた場合は中止する。

3. 練習後「それでは、計ります」と合図し、「では、『はい』の合図で、いつものように立ち上がって、『気をつけ』の姿勢になってください」と告げ計測を開始。直立の姿勢で静止したところまでの時間を測定。少数点第２位までを記録。立ち上がりの状況を、状況欄の①～④から選択し入力する。

4. 測定時に途中で転びそうになったりして補助が必要になった場合には再度測定する。

5. ２回測定する。２回続けて補助が必要になった場合は中止する。
３．測定調査　 開眼片脚立ち

※測定時の留意点

1. いかなる状況であっても、対象者の安全確保を最優先とする。

2. ふらついたらすぐに支えられるような位置に測定者は立っていること。

3. テストは裸足（滑りや履物による差の解消のため）。

4. 本人が「やりたくない」「できない」という場合は行わない。強要はしない。

5. 周囲に転倒した際にぶつかるようなものを置かない（立ち上がり時に使用する物はこの限りではない）。ガラスの間際では行わない。
※使用するもの

1. ストップウォッチ
※測定方法

1. 裸足で行う。

2. 両手を腰に当て、どちらの脚が立ちやすいのかを確かめるため、片脚立ちを左右について行う。

3. 支持脚が決まったら、両手を腰に当て、「片足を挙げて」の合図で片足立ちの姿勢をとる（片足を前方に挙げる）。

4. 片足立ちの持続時間を計測する。最長60秒で打ち切る。

5. 記録は秒単位。秒未満は切り捨て。

6. ２回実施して良い方の記録を採用する。但し、１回目で60秒の場合は、２回目は実施しない。
※測定時の注意

1. 滑らない床で行う。
2. 被測定者の周りには、物を置かない。段差や傾斜がある場所も避ける。

3. 実施前に、被測定者に以下の事項を伝える。

①片足で出来るだけ長く立つテストであること

②片足立ちの姿勢は、支持脚の膝を伸ばし、もう一方の足を前方に挙げ、挙げた足は支持脚に触れない姿勢であること

③テスト終了の条件は

（a）挙げた足が支持脚や床に触れた場合

（b）支持脚の位置がずれた場合

（c）腰に当てた両手もしくは片手が腰から離れた場合

4. 「始め」という合図をすると、それだけでバランスを崩す人がいるので、「片足を挙げて」の合図をし、片足立ちになった時から計測をする方がよい。

5. 測定者は、被測定者がバランスを崩したときに、即座に支えられるような準備をしておく。

6. 終了の条件を徹底する。

7. 被測定者に練習していただいてから行うとよい。
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